
   

【沿革】 

明治 31 年 5 月：奈良鉄道 京終～      

    桜井間の開通に伴い開設 

明治 38 年 2 月：関西鉄道が奈良鉄

道を合併 関西鉄道の駅舎となる 

明治 40 年 10 月：国有化 

昭和 59 年 10 月：駅員無配置化 

令和 4年 6 月：「帯解駅本屋」とし

て「奈良市登録有形文化財（建造

物）」に指定 

 

【駅舎概要】 

所在地：奈良市今市町一丁目 250 

区域区分等：市街化調整区域 

構造・規模：木造瓦葺平屋建   

    123.40㎡（増築部分含む） 

建設時期：明治 31 年頃（詳細不明） 

 ※大正 15 年、昭和 40年代改修 

         （奈良市公表） 

       お び と け 

駅名： 帯 解 駅 

■駅舎の歴史・周辺環境等 

明治 41 年（1908）に明治天皇が陸軍の特別大演習で帯解に行幸され

大演習を総監されました。その際明治天皇はこの帯解駅を利用された

と宮内庁公文書館所蔵の『幸啓録』に記録されています。広大寺池を

見渡す位置にある今市町 2 丁目の高台には、今も「大元帥陛下駐躍之

處」（明治 43 年建立）の記念碑が立っています。また、帯解郷土研究

会発行の小学生向けの読本『おびとけ』（昭和 42 年）には「円照寺へ

行かれる宮さま方は、駅から人力車でした。宮さま方のために、駅に

は、とくべつのまちあい室もつくられました」とのお年寄りの話が記

載されており、また三島由紀夫の『豊穣の海（一）春の雪』（昭和 44

年）には「娘は一等待合室に残して」との文章から、帯解駅舎には貴

賓室など特別な待合室があったようです。 

帯解駅の周辺には歴史的社寺遺産の帯解寺、 

龍象寺、圓満寺、八坂神社、春日神社などが 

あり、東の山中へと広がる一帯は「清澄（き 

よすみ）の里」とよばれます。眼下には奈良 

盆地を見渡し、鳥の鳴き声がわたる静かな里 

山に、菩提仙川（ぼだいせんがわ）のさわさ 

わと流れる音が聞こえる、のどかな場所にあります。 

■保存・活用等 

 令和元年 JR西日本は老朽化等の理由により奈良市に対して、駅舎を

取り壊した後にコンパクト化するか、あるいは地域により保存と活用

をされてる成功事例をあげながらこのままで無償譲渡するかを求めま

した。これを知った地元住民は「帯解駅舎保存、活用の会」を発足、

保存を訴えました。この会が地元の特産品などを販売する「にぎわい

市」の開催や、「帯解駅舎の歴史とこれから」と題しての講演会や現地

見学会を実施し働きかけ、市は協議の結果、令和 3 年に建物を無償で

譲り受けます。その後、令和 4 年に文化財としての価値が評価され、

登録有形文化財に登録されます。 

奈良市は令和 3 年に「歴史的風致形成建造物保存整備事業」の一部に

「JＲ帯解駅舎 改修保存設計委託」の予算を計上し、現在、耐震化と

かつての姿に近づける修復並びに地元住民等の活用の場としての実施

計画が進んでいます。 

 奈良の駅シリーズ 2回目は西日本旅客鉄道（JR西日本）桜井線（万

葉まほろば線）の帯解駅です。帯解駅は、大正以降整備された標準的

な地方駅舎の姿として残る歴史的価値がある建物です。外観は切妻造

桟瓦葺平入で漆喰塗の真壁に腰板張を基調に、正面の庇には銅葺瓦が

施されています。 

帯解駅舎 外観 

現在の駅舎内 

プラットホーム 

奈良の駅 シリーズ Vol.02 

【記：住まいまちづくり委員長 伏見康司】 
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編集後記 
私事ですが、現在、私の手持ちの建築士会月刊誌「建築士」は、2017 年 9 月号以降の会誌のみです。 

入会以来、数十年分の本誌を古雑誌として毎年処分しておりました。今となっては大変惜しい気持ちです。 

当年 9月号からの会誌を残している理由は、本誌の CPD 講座で「日本の木造架構史」の講義が始まった

からです。第 1回は、「伝統の継承と創造 歴史に学ぶ意味 その１」の講義でした。そこでは、平安時

代以後の建物から耐震、耐風の筋交いが姿を消している事や、江戸時代中期には、歌舞伎舞台のような大

空間を間伐材、孟宗竹、縄等を使用して建造していたことが記載されています。ちなみに私は、十数年ほ

ど前から城郭巡りの旅に魅了されており、この講座で城郭がテーマになればと期待しておりましたら、期

待通り 2018 年 4 月号で、第 8回「近世の城郭・藩校」の講義がなされました。そこでは、石垣や上部構

造が崩れない理由や、城郭の構造と耐震性についての下屋トラス、木造ラーメン構造の解説は興味深いで

す。その後、2017 年 9月号以降の本誌の CPD 講座は受講し、興味ある記事や空き家問題等の特集などは

マーカー、付箋などを付けて読んでストックしています。しかしながら、2017 年 9月号から今月号まで

の会誌の 6 年分が嵩張ってしまい、今後どうしたものかと新たな悩みです。 

                                【情報・広報委員 平田正裕】 

10 日（日）二級建築士試験（製図） 
     

1 日（日）山の辺の道「第 3回まち歩き」 
8 日（日）一級・木造建築士試験（製図） 

18 日（水）監理技術者講習 
27 日（金）全国大会しずおか大会 

士 會 奈 良 通巻651 号 

          令和 5年 9月 1日（発行隔月 1回１日発行） 
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９月 10 月  

お知らせ 
●国土交通大臣表彰を受賞！ 
  中尾七隆 副会長が令和 5年建設事業関係 
  功労者等国土交通大臣表彰を受賞されました。 
 
●山の辺の道等歴史的な建造物等の掘り出し事業 
 第 3 回まち歩きが 10 月 1 日（日）に開催されます。 

 
●第 65 回建築士会全国大会「しずおか大会」が、 
 10 月 27 日（金）・28 日（土）に開催されます。 
 

 ●入会 
  島田 光章 様（高田支部） 
  堀口 敦由 様（高田支部） 
     よろしくお願いいたします。 
   

●訃報 
   森長 由起子 様（天理支部） 

ご冥福をお祈りいたします。  
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